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 本研究では創造的活動がいかに地域の課題を解決するか検討し、新しい地域再生のあり方を提起する。
 なかでも地域の産業・文化の課題に対してアートがいかに賦活を与えることができるか、地域の実態にそくして解明することを目的とする。
 研究の手法として事例研究を行うとともに、実際にアートイベント運営への参加やアートイベントの企画などに関わる。
 その結果アートが地域の産業と文化に賦活をもたらす働きをもつ一方で、継続的な関係構築に課題を抱えていることが明らかになった。

概要

背景・目的：
 2000年代以降にみられる特定の地域を拠点とした多くのアートイベ

ントでは、現代アートなど創造的活動が「地域づくり」に積極的に取

り入れられている。

 創造的活動を利用した地域づくりの問題点として観光客の増加や

それに伴う経済効果など一時的な効果は立証されているものの、持

続的な地域づくりに結びつく過程は明らかにされていないことが挙げら

れる。

 持続的で内発的な地域づくりを行うためには、地元の産業と文化を

基盤にした振興が求められている（参考文献①）。

 本研究は創造的活動が地域の産業と文化にいかに賦活を与える

のか地域の実態にそくして解明することを目的とする。

研究手法・対象地域：
① 事例調査…香川県小豆島・愛知県佐久島など
② 実践…香川県小豆島・大阪市住之江区北加賀屋地域

事例調査によってアートイベントと地域の産業・文化の関係性を解明
したうえで、実際に実践に参加しアートと地域のギャップを確認した。

 アートをはじめとする創造的活動は地域の産業に対して新しい資源を創出する働きをもつと同時に、地域文化の維持・保存に関わる働きも合わせも
つ。それゆえ地域の産業と文化の両方に対して賦活をもたらすと考えられる。

 ただしアーティストらが地域社会のなかで活動をすすめる初期の段階では、地域住民との対話を通して創作活動内容について認識の相違を確認しあ
う必要があるが、両者の関係性が未構築である場合、地域住民とアート関係者の意見調整を行う「コーディネーター」の介入が求められている。

考察
結論

参考文献①日本立地センター(2014)：内発的発展のための“新・地域産業”の創出に関する研究.〈https://www.jilc.or.jp/files/libs/188/202009181351221673.pdf〉

各事例調査とアートの実践から分かったこと（一部）：

地域の文化との関わり 地域の産業との関わり

実践

事例調査

愛知県西尾市佐久島 図１ 香川県小豆郡小豆島 図2

大阪市住之江区北加賀屋地域
図3

 2001年から地域再生を目的に自治

体・住民有志組織を中心メンバーと

するアートイベントを開始。

 伝統的な祭りの保存や黒壁をもつ集

落の景観保全にアートを利用した。

 地域文化の保存に結びついた。

 2011年から地域振興を目的に地元

企業が新しい観光資源として「妖怪

アートプロジェクト」を開始。

 瀬戸内国際芸術祭に訪れる外国人

観光客の獲得に成功して地域の観

光産業振興に結びついた。

 コロナ禍において事業転換を余儀なく

され、「妖怪アート」を軸として地域の

個人商店や住民やちとの協働事業を

起こすことを提案。

 地域住民の代表者はおおむね好意

的であるが、新しい文化である「妖怪

アート」に地域の特性が表現されてな

い点が気がかりであり、賛同しにくい

部分もあると見解を示している。

↓
実践にも参加

 基幹産業である造船業が衰退して以

降、2000年代にアートの拠点をつく

るまちづくりが始まったが、新住民と旧

住民との分断が懸念されている。

 造船業の記憶を絵本にし、地域史の

共有を通して世代間の交流を促進す

るプロジェクトを実施したが、継続的に

プロジェクトに協力することは地域に

とって負担になる場面もあった。

愛知県 西尾市

香川県高松市

大阪市住之江区
北加賀屋地域

図1 愛知県佐久島の位置 図2 香川県小豆島の位置 図3 大阪市住之江区北加賀屋地域の位置

 アートは地域文化の維持・
保存と新産業の創出にとくに
効果的な働きをもつ。

 しかしアートイベントと地域
社会の関係性を維持するこ
とは容易ではない。


